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し㸸⏕成型ࡲࡽ࠶ AI にレ࣏ート作成を指示する₇習の設ィと試行⤖ᯝについて述べる．学習者が自分の

レ࣏ートに⏕成型 AI が作成したᩥ❶を取りධれるのではなく，学習者が⏕成型 AI に指示を出すだけで

レ࣏ートを⏕成させる．学習者が，⏕成させるレ࣏ートの意図・目標を明確化し，その意図を⏕成型 AI
にఏ㐩し，出ຊされたレ࣏ートが自分の意図に合⮴しているかを評価する，というサイࢡルを⤒㦂させる．

AI をテーマとした授業で実᪋した内ᐜと⤖ᯝを報告する． 
࢟ー࣡ーࢻ㸸⏕成型 AI，レ࣏ート作成，意ᛮ␯通，ᩥ❶作成，ᩥ❶理解，࣓タ認▱  

 
 
1. はじめに 

⏕成型 AI の応用が注目を㞟めており，さまࡊま

な利用形態が挙げられている(1)．レ࣏ートなどのᩥ

❶作成の支援もそのࡦとつであり，௻業や官බᗇで

の業ົά用も進められようとしている．一方で，学

ᰯ教育の分㔝では，ៅ重な意ぢもあり，レ࣏ートや

ㄽᩥでのά用を⚗じる動きもある． 
本稿では，学習者が⏕成型 AI にレ࣏ート作成を

指示する₇習について述べる．⏕成型 AI をレ࣏ー

ト作成支援に用いる(2)のではなく，⏕成型 AI に指示

を出すだけでレ࣏ートを作成させる．学習者が，レ

࣏ートの意図・目標を明確化し，その意図を⏕成型

AI にఏ㐩し，作成されたレ࣏ートが自分の意図に合

⮴しているかを評価する，というサイࢡルを⤒㦂さ

せる．これを通じて，ᩥ❶作成のᛮ考過⛬の意識を

῝めさせるとともに，現在の AI の可能性と㝈界を

実ឤさせる．大学ึ年次の授業で実᪋した内ᐜと⤖

ᯝを報告する．  
 

2. 人㛫の文❶作成㐣⛬ 
ᩥ❶の作成は不Ⰻ構㐀化問題とされ，熟㐩者とึ

ᚰ者の差が大きく表れる(3) (4)．ᩥ❶作成にᙜたって

は ๓提᮲件が㠀ᖖに少なく，ఱを述べるのか，ㄞ者

はㄡなのか，ㄞ者が必要とする情報はఱか，といっ

たことを検討し，それを㋃まえて，内ᐜをどのよう

に組み❧てるのかを考え，඲体の要᪨から単語レ࣋

ルの表現までከᵝな選択を行う必要がある．また，

ᩥ❶の㉁を向上するには，このようなィ画とᇳ➹の

⧞り返しがồめられる． 
人間のᩥ❶作成におけるᛮ考過⛬は，図 1 のよう

に，大きく，ᩥ❶の内ᐜを᝿㉳・組⧊化・目標設定

する「プランニング」，プランニングした内ᐜをᩥ❶

に変᥮する「⩻ヂ」，᭩いたᩥ❶とプランを比較・評

価する「推ᩙ」の過⛬に分かれ，さらに 3 つの過⛬

をࣔニタリング・⤫ไする࣓タ認▱が働いていると

される． 

ᩥ❶作成の熟㐩者は，この 3 つのᛮ考過⛬が明確

に分かれており，一方，ึᚰ者はᛮ考過⛬がᮍ分化

で，組⧊化を行わずに，いきなり⩻ヂでᛮいついた

ことをすべて᭩いてしまったり，᭩いたᩥ❶とプラ

ンを比較・評価する推ᩙを行うことができない，と

いった特徴がぢられることが▱られている．また，

プランをᩥ❶に変᥮する⩻ヂ過⛬が自動化されてお

らず，この過⛬に㈇Ⲵがかかって，プランニングや

推ᩙがおࢁそかになることも挙げられる． 

 

 

ᅗ 1  人㛫の文❶作成㐣⛬ 

 
3. ₇習のタィ 

図 1 に₇習のᯟ組みを示す．๓❶で述べたᩥ❶作

成過⛬のうち，⩻ヂ過⛬を⏕成型 AI に実行させる．

学習者が AI に指示を出すために，レ࣏ートの意図

や目標をプランとして明確化・ゝ語化して AI に指

示をఏ㐩し，⏕成されたレ࣏ートを推ᩙして，プラ

ンにἢっているかどうかを比較・評価させる． 
2.で述べたように，ᩥ ❶作成に不័れな学習者は，

⩻ヂ過⛬が自動化されておらず，この過⛬に㈇Ⲵが

かかって，プランニングや推ᩙがおࢁそかになるこ

とが᝿定されるが，⩻ヂ過⛬を AI に௦行させるこ
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とで，ᩥ❶作成過⛬のサイࢡル⧞り返し回数を増加

させ，プランニングや推ᩙにより意識を向けさせる

ことを意図している． 
₇習は，情報⣔大学ึ年次を対象とする情報技術

の⏘業分㔝や♫会での応用をᢅう科目の中で実᪋す

る．この科目の中に AI のṔྐや近年の技術動向，応

用分㔝などを解説するࢥマがあり，その中のレ࣏ー

ト作成ㄢ題として₇習を行う． 
授業はオンデマンドで実᪋する．⏕成型 AI の

ChatGPT について解説し，授業のテーマにἢったレ

࣏ートを AI に作成させるㄢ題をㄢす．ChatGPT の

解説には TV ␒組を用いる．主に用いるのは NHK の

「௧࿴ࢿットㄽ」(1)という␒組で，௚に，ChatGPT の

普及状ἣや学ᰯ教育での受けṆめ方などをᢅった解

説␒組(5) (6)を自由に㜀ぴできるようにする． 
௧࿴ࢿットㄽでは，ChatGPT が人間と対ヰを行う

௙組みである大つᶍゝ語ࣔデルの⤂介の࡯か，

ChatGPT をά用するために௨下の 3 つの࣏イントを

解説している． 
1) できるだけ具体的で᮲件を明示した࿨௧（指

示）を出すこと 
2) 大ᯟに関する࿨௧と⣽部を᥀り下げた࿨௧

を⧞り返すこと 
3) 離れたᴫᛕを⤖び௜けた㉁問で新たな発᝿

を得ること 
学習者にはこの␒組を参考にしてChatGPTに指示を

出すようにఏえる．なお，上記の説明では，料理の

レシࣆやプレࢮンテーシࣙンのアドバイスの作成を

例にしていて，レ࣏ート作成の説明はしていない． 
レ࣏ートのテーマ自体は，このࢥマの主題である

AI に関するものであれば任意とし，学習者に自由に

設定させる．これによってレ࣏ートのㄢ題ᩥをその

ままChatGPTに対する指示に用いるようなことをせ

ずに，上記の࣏イントにἢって，学習者に自ら指示

を考えさせる．ᩥᏐ数のไ⣙なども設けず，自分で

考えたテーマにἢった内ᐜになったとᛮわれるまで，

ChatGPT にಟ正の指示を出すようఏえる． 

 

ᅗ 2  ₇習のᯟ⤌ࡳ 

4. ₇習のホ౯ 
本研究の目的は，⏕成型 AI にレ࣏ート作成を指

示することによって，学習者がᩥ❶作成におけるᛮ

考過⛬を意識するとともに，AI の可能性と㝈界を実

ឤさせることにある．学習者には，作成されたレ࣏

ートを提出させ，その評価を行うとともに，上記の

目的に༶したアンࢣートに回⟅させる． 
表 1 にண定しているアンࢣート㡯目例を挙げる．

ット検⣴やࢿ ChatGPT の利用⤒㦂，レ࣏ート作成時

の指示の回数や指示出しの難᫆度，作成中の指示の

意図や作成されたレ࣏ートの評価，AI の可能性や㝈

界などについて㉁問する． 
授業は今後実᪋ண定であり，発表では実᪋⤖ᯝを

報告するண定である． 

表 1  アンࢣート㡯┠㸦ண定㸧 

利用⤒㦂 
ChatGPT を使ったことがあるか 
ChatGPT を使った目的は 

レ࣏ート作成過⛬と⤖ᯝ 
ChatGPT とやりとりした回数は 
ChatGPT に指示を出す際に注意したことは 
・レ࣏ートの目的，ㄡにఱをఏえるためのものか 
・レ࣏ートに含める஦᯶はఱか 
・レ࣏ートの構成や説明㡰ᗎはどうするか 
ChatGPT のレ࣏ート確認で注意したことは 
・自分が考えた目的に合っているか 
・自分が考えた஦᯶に過不足はないか 
・ㄽ理的なᩥ❶になっているか 
・説明のヲしさや具体性は適切か 
・内ᐜにㄗりや▩┪はないか 

AI の可能性と㝈界 
ChatGPT によるレ࣏ート作成は有用だったか 
・ຠ⋡的にレ࣏ート作成できたか 
・自分が考えた通りのレ࣏ートが作成できたか 
・自分にない考えが得られたか 
ChatGPT によるレ࣏ート作成で難しかったことは 
・指示を出す手間は 
・自分が考えた通りの内ᐜになったか 
・意味の通るᩥ❶ができたか 
ChatGPT の可能性は 
・これからも使ってみたい 
・ఱのᙺに❧つかわからない 
・使う目的を考える必要がある 
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